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成果概要 

 本研究では、金沢大学・南保らが行っている不登校児童の問診・治療データ解析と

それに関する知識、そして富山大学・斉藤ら、福井大学・小越らがもつ発達障害に関

するデータと知識を融合し、各々の分野のデータや知識を、人間の身体・精神機能及

び環境要因に関する共通言語として作成された分類体系であるICF/ICF-CYを用いて共

有化を図ることを目的とするものである。平成 24 年度には、以下の成果を得た。 

 

① 不登校児童データのデータベース化 

 不登校児童データの身体や精神状態、環境要因を表す汎用のデータ形式である

XML 化し、データベースからのアクセスを容易にした。また、ICF-CY コードをデー

タベース化することで、不登校児童データの項目から ICF-CY コード、またはその

逆方向の探索を容易にした。 

  

② 不登校児童データの ICF-CY コードへのマッピング 

 ICF-CY コードに関する専門的な知識を有する障害者職業総合センター武澤氏の

監修により、①の不登校児童に関するデータの各項目と ICF-CY コードの対応関係

を示すリストを作成した。また、発達障害の対応事例等についても ICF-CY コード

との対応関係を示すリストを作成した。  

 

③ 発達障害／不登校の両研究における知識の共有化と診断・治療支援システムの評価

 不登校児童データの各項目を ICF-CY コードに変換し、ICF-CY コードの分類と、

小児科医の不登校児童の診断結果の相関関係を調べた。結果として、ICF-CY コー

ドと診断結果の間に相関があることが分かった。この結果より、不登校児童の症状

が ICF-CY コードによってある程度表現できる可能性が確認できた。以降は、より

詳細な解析を進め、ICF-CY コードから不登校児童の診断結果の予測、また、発達

障害のデータや知識との対応関係を調査していく。 
 

 その他にも、関連研究の学会発表 6 件、学術論文３件、また、シンポジウムを 1 回

開催した。 
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【本研究と関連性がある採択課題】 
[1] 科研費基盤(C)，発達障害児者のための表情認知・同調スキル獲得支援システムの開発，

小越康宏(代表)，平成 24～26 年度 

 

 


